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道路橋用伸縮装置
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5 . シールゴム（ 止水ゴム） が路面より 交換可能
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　 エン ド ビ ーム、 ミ ド ルビ ームにシールゴムを く さ び

形にはめ込んだシン プルな構造を 採用し 、 雨水等はド

レ ーン ボッ ク スに集水さ れる いわゆる 橋面排水形式の

伸縮装置です。 端部は地覆内に立上がり 部を 設け、 シ

ールゴムは立上がり 部まで連続にはめ込まれています

ので、 地覆部から の漏水も ない構造です。

二次止水・ 二重止水対策

伸縮装置本体下部に止水（ 排水） 樋を 設ける こ と が出来ます。

※導水管の設計・ 製作、 施工は含みません。

導水管二次止水樋

Eー8 0 型

導水管
二次止水樋

ES ー1 6 0 型以上

導水管二次止水樋

Eー1 6 0 型以上

水張り 試験

水深1 0 c m 、 2 4 時間の水

張り を 行い 、 漏水のな い

こ と を 確認し ています。

試験状況

伸縮装置止水性能試験証明書

（ NEXCO 試験法 438）

止水性への対応

水密性

こ の様に鋼材と シールゴムが

密着し て水密性を 確保し ています。
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［ 箱抜き状態］

［ 壁高欄部形状（ ゴムカ バータ イ プ）］

地覆部形状施工例

車道部  歩道部  地覆部 構造̶ ̶

車道部から 歩道部、 歩道部から 地覆部ま で、

一体構造と し ており 、 止水性を 確保し ており

ます。

地覆部と 車道部は一体と なっ ており ます。

歩道部

地覆部

車道部

カ バープレ ート 詳細

背面

通信管

（ 橋台側）

（ 桁側）

地覆部

車道部
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　 除雪車対策と し て図のよ う に誘導板を 付ける こ と も 出来ます。

　 シールゴムは直接タ イ ヤと 接触し ない位置にあり ますので、 寒冷地における 除雪車、 チェ ーン 等に特に有利です。

1   伸縮装置 路面施工部清掃
・ シールゴム内の土砂等の清掃

・ 伸縮装置路面部の全体清掃

2   即設シールゴム取外し
・ 路面上より シールゴムの取外し

3   シールゴム取付部清掃
・ シールゴム挿入部の形鋼内部

　 を清掃

4   新規シールゴム挿入施工
・ 特殊治具を用いて、 路面上より

　 新規シールゴムの挿入組込み

5   車線規制の切替
・ 片側車線の取替え工事完了後、

　 車線規制を反対車線に切替える

　 工事完了車線は交通開放を行う

   （ 取替え工事完了後の即時開放問題なし ）

6   切替車線側の施工
・ 切替え完了後、 残り 車線の

　 取替えを1 ～4 で実施

伸縮装置
シールゴム（ 止水ゴム）

取替え工程

既設シールゴム取外し 状況

（ 片側車線を通行止め、路面上より 作業）

加硫接続後の水密性についても 確保さ れて

いるこ と を確認し ており ます。

新規シールゴム組込状況

シールゴムの加硫接続
（ 加硫接続により 一体化し ます）

接着剤塗布

加硫接続

加硫接続完了

シールゴムの取替え （ シールゴムは路面から の取替えができ ます。）
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※

S 3 5 5 J2 + AR※

S M 4 0 0 A

S 3 5 5 J2 + N ※

S 3 5 5 J2 + N ※

S 3 5 5 J2 + AR※

　 伸縮装置上を 車両が通過する 時、 伸縮装

置から 発生する 音対策と し て、 上面に型鋼

間に発泡材を 挿入接着する 。

　 現行、 伸縮装置下面遊間部に吸音材を 接

着し た防音カ バー等を 設ける 。

　 それによ り 、 上下面から の音の発生を 抑

制し ます。

性能確認試験
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※防音仕様、 二重止水仕様はD 寸法が＋5 0 ～6 0 m m になり ます。

※防音仕様、 二重止水仕様はD 寸法が＋5 0 ～6 0 m m になり ます。

1 8 0 ～2 5 0
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　 コ ン ク リ ート 桁及び橋台には補強鉄筋で、 鋼桁及び鋼床版桁はボルト にてそれぞれ取付けます。

　 フ ィ ン ガー・ ジョ イ ン ト と ほぼ同様の方法で行います。 一般的な据え

付け順序は次のと おり です。

据え付け時の温度が、 セッ ト 範囲表（ 制作図面参照） において上、 下限温度内には

いっ ていれば問題あり ません。

高さ 、 橋軸、 橋軸直角方向の芯だし を正確に施工し ます。 芯だし 作業が終わっ たな

ら ば、 ジョ イ ント 本体と 補強鉄筋と えを溶接にて固定し ます。 仮止板および吊り ピ

ースの取り 外し を行ないます。

据え付け要領

❸仮置き

❹芯だし 、 固定

❺コ ンク リ ート 打設、 養生
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